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図3竹繊維原料レー ヨ ンの断T町立顕写真 100倍
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紙布の物理1!f1lJ性質
，i!n1 益型2 五."'3 m草寺4 "t草寺5
平面撤 g/m1 208.0 229.6 207.0 511.7 130.0 
揮さ 111m 0.50 0.76 1.41(2.00) 2.03(3.00) 0.52 
見かけ比重 臣/cc 0.416 0.302 0.147 0.252 0.251 
克明'"・. 27.7 19.1 9.3 16.0 15.9 
含宜率 、 72.3 80.9 90.7 84.0 84.1 
瞬間 タナ ヨコ タγ ヨコ タテ ヨコ 子ヨコ タ7 ヨコ15.7 11.4 12.0 9.0 28.0 25.0 14.0 20.0 8.5 7.5 7.5 I 9.5 2.5 I 27.5 18.3 18.3 
494.1 803.7 1087.0 580.2 251.2 193.3 33.7 175.7 
よ盟 ke:/cm 9.80 12.30 16.92 1.50 4.94 9.96 
l切断伸び ~ 32.0 39.7 14.2 28.0 12.4 21.2 
表l紙布の構造および切断特性
2. 2 実験法






















2. 2. 4 破裂強度
破裂強度は、(株)大栄科学精器製作所製の
ミューレン型破裂強度試験機で測定した。
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2. 2. 6 剛軟度
剛軟度は、(株)大栄科学精器製作所製のス
ライド法試験機で測定した。試験布は 2x 15cni 
の大きさで、 5cm突き出したときのたわみ量
から剛軟度を求めた。
2. 2. 7 熱伝導率
熱伝導率は、(株)カトーテック製のKES-F
7サーモラボ(精密迅速熱物性ilU定装置)で測
定した。試験布の大きさは 5x 5 cniであった。
2. 2. 8 吸水性
吸水性は、(株)大栄科学精器製作所製のパ
イレック法吸水性試験器で測定した。試験布は、
2.5 x 20cniの大きさであり、 10分後の吸水高さ
を測定した。


























? ? ? ?
.+'" .+4 .+".J . ;1' .+" _" p"よ)1- ，")1-サササ寸寸 a、少々
/_t//Y-~.グぷ




































ιシ ιらんら ι。ιοι シ ιシ ιシ ιく〆{，-1f~ >?-1f'・'ψ す可，，-1炉問:.，-'&:ψ 昔、"昔、"昔、"音
訴前グザ+，""，'i吟伊〆 J
令 +。ポト 傘 、trA.)'f1' f~oS" _~夕、l
/{'f -J..~f'o'?' ..，<>" . 'l"' ，." _~，:-ß 
















・t ポ昼~.， ，:38'メザタ;，，-j汁-)";，-"; 4ト令+〆グ yJ-:é~{/ 手ヂヂ40 ・争場斗η、:o..tJんクy-/~γ 、よ






































































































ιシ ιシんシ ιοι シん〆J んシんシやす ψ11 ヘ:'~ 1i-'{，~ 1iぜや y'{，~，_-ヘ"音 ψ ，_-











































































20 40 60 80 100 120 
濁境湿度首RH
図15紙布試料4積の等j品収着11線、数字は試料番号
3. 10 植物セルロースの利用法の検討
植物セルロースの衣料素材としての利用法に
はつぎの 3法がある。
1 抄紙して和紙を作るーテープ状に切断し
て撚りをかけてこよりにする一布に織る
2 水中で腐食させて繊維素成分を採取す
る一麻紡績するー布に織る
3 繊維素成分を採取するー化学薬品で溶解
してレーヨンあるいはテンセルなどに紡糸
する一布に織る
本研究の紙布試料1、2、3、5は利用法の
1であり、紙布試料4は利用法3である。
利用法の 1はいわゆる紙衣・紙布であり、紙
的性質が強く表れる。紙布に柔軟さを付与すれ
ば衣料としての用途が広がる。
利用法の2は麻紡績であり、日本では亜麻と
苧麻が衣料用に製造されている。マニラ麻も同
じ方法で紡績できるが、組類に用いられる。マ
ニラ麻を細織化する技術が|刻発できれば、衣料
用となる。
利用法の3は、木材パルプ原料のレーヨンや
テンセルとして販売されている。竹やケナフの
成長が早いため、木材パルプに替わる材料とし
て利用され初めている。この技術は工業的に確
立されていて、安価に大量に安定して原料が入
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手できれば'1:-践で、きる。
いずれの利月W~ も長短があって、きわめて少
量のIm，'u'，しか流通していない。本研究は紙布の
可能性を検討したが、不織布を含めれば膨大な
衣料素材が存在して、石油・石炭資源が枯渇し
でも卜分IUjえるとみられることから、継続した
研究の必要性がみとめられる。
4 まとめ
紙イliの物型1[(1向性質を測定した結果、引張り強
度・引き裂き強度が他素材の市販:.(Iiより大きく、
吸水性・水分率等の性質が優れていた。摩耗強
度・破裂強度・通気性・熱伝導性はIli版-1liとl'iJ
程度の性能であった。剛軟度が大きくてドレー
プ性に欠け、形状復元性も小さいという欠点が
あった。紙布がこれらの性質を持つことから、
緒言でワ|川した「江戸時代の紙布のJI途Jのよ
うに!日いられたといえる。しかし、欠点も加工
技術がIJ日発されれば克服できるので、紙:.(Iiの衣
料素材としての 1]"能性は十分あるといえる。
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